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有機ＥＬは情報、通職デ

ネルディスプレーとして期待されて

います。 
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本材料は特に携帯電話や移動式携帯端末（ＰＤＡ）、デジタルカメラなどバッテリーで駆動さ

れる携帯機器向け有機ＥＬに適していると考えられます。また、テレビや照明機器への応用す
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